
 

 

ならず者にして人々を熱狂させる天才画家―カラヴァッジョが北海道に初めて登場する。北海道立近代美術館で

開かれる「カラヴァッジョ展」（8月 10日から 10月 14日）。本名ミケランジェロ・メリージ・ダ・カラヴァッジョ。本人の「病

めるバッカス」「マグダラのマリア」など１０数点と カラヴァッジョ派の作品２０数点の展示が予定されている。平成最後

の年明けに飛び込んだうれしいニュースを受けて、北海道日伊協会は新年会を兼ねた Salone d’Italiaイタリア懇話会

を２月３日に開催、「カラヴァッジョとバロック美術」をテーマに谷古宇尚北大大学院教授（会員）の講演を聴いた。 

道内初 8月、道立近代美術館で展覧会 

    新年サローネ  谷古宇教授が天才画家を解説 
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カラヴァッジョ（1571～1610）

は北海道日伊協会と意外な関

係がある。日本初の紹介展は、

2001 年のイタリア年に東京都

立庭園美術館で開かれた。バ

ロック美術が美術館関係者か

ら見向きもされなかった時代に、

その実現をリードしたのが元当

協会理事、名誉会員の故・井

関正昭さん。井関さんは道立

近代美術館長（1988 年～94 年）のあと、庭園美術館長に

就き、「カラヴァッジョとバロック絵画の先駆者たち」を開催

した。スペースの限られた美術館にもかかわらず 18万人

が鑑賞した。 

カラヴァッジョ展は、日伊国交樹立 150年の 2016年に

も国立西洋美術館で開かれ、40万人の観客を集めた。 

フェルメールもなかった？ 

この日のサローネで、谷古宇教授はカラヴァッジョを、

ルネッサンスからバロックへの「時代の変わり目で大きな

役割を果たした画家」と紹介。彼の登場がなければレン

ブラントもフェルメールもなかった、と述べた。その絵の特

徴として「近くのどっかに居そうだと思わせる写実主義」

「あたかもその場にいて入っていけるような祝祭空間、演

劇性」にあると、サン・ルイージ・デイ・フランチェージ聖堂

の壁画などを例に解説した。その時代背景として、宗教

改革の時代で、カトリックは信じられない聖書の言い伝え

を美術の力で信じ込ませることを歓迎したと説明した。 
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「カラヴァッジョ展」のポスター 
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カラヴァッジョ 

ローマの 3聖堂にて 

菅原 明子 

“イタリアは紙幣に殺人犯の肖像を採用した!?”、そのニュ

ースがカラヴァッジョに興味を持った最初だ。昨年末、ロ

ーマにカラヴァッジョ作品鑑賞を兼ねて出掛けた。しかし、

彼の作品 6 点を所蔵するボルゲーゼ美術館は予約が取

れず断念。バチカン美術館の「キリストの埋葬」・カピトリー

ノ美術館の「洗礼者ヨハネ」「女占い師」全て海外に貸出

し中。幸い３つの聖堂で対面を果たす事が出来た。 

サン・ルイジ・デイ・フランチェージ聖堂 

ナヴォーナ広場から１ブロックの所にあ

るフランス人コミュニティの為の教会。ここ

にカラヴァッジョの本格的デビュー作となっ

た「聖マタイ伝」３作品がある。 

『聖マタイの召命』 徴税官として働くマタイ

に、キリストが呼び掛ける聖なる物語。聖人

達が庶民の姿で描かれているが、迫真に満

ちた夫々の表情から、ただならぬ瞬間が感じ取れる。ま

た、光と影を効果的に表現する、キアロスクーロ(明暗法)・

テネブリズム（劇的照明）という手法が、よりドラマチックな

印象を高めている。宗教画では“神は光”として表される

が、画面右でマタイを指差すキリストの後ろから差し込む

光にそのイメージを重ねており、更に礼拝堂の高窓から

の自然光を、そこに一致させるような演出が施されており、

この場面が今まさに起こっているような錯覚を覚える。 

『聖マタイと天使』天使を驚くように見つめるマタイの表情

や、風を纏ったかの如く描かれている天使の衣が、実にリ

アルであり、礼拝堂の高窓から光に乗って天使が舞い降

りて来たような描写に、神秘性を感じると同時に、絵の周

囲の空間と自然に繋がっている事を感じる。その様な工

夫は、額縁から落ちそうな不安定さで描かれたマタイの

椅子からも伝わる。宮下規久朗氏は「バロック美術の成立」

の中で、それを《突出効果》 と呼び、《観者の空間に侵

入してくる》効果を

狙ったカラヴァッジ

ョの手法と語って

いる。 

『聖マタイの殉教』 

刺客達と、倒れる

マタ イ 、周囲の

人々の混乱と恐怖

の様子を表現。明

暗の劇的な効果に

より、緊迫感溢れる場面となっている。左奥に描き込ま

れたカラヴァッジョと思われる人物が、この様子を見てお

り、その視線の先に自分も思わずフォーカスしてしまう。 

3 作品とも、観る者を絵に引き込む仕掛けに満ちてい

る。  

サンタゴスティーノ聖堂 

サン・ルイジ・デイ・フラ

ンチェージ聖堂から

100ｍ余りの所にサンタ

ゴスティーノ聖堂がある。

㊧『聖マタイの召命』㊨『聖マタイと天使』㊤『聖マタイの殉教』 
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総会後、Salone d’Italia「カラヴァッジョ２」企画中 

講師は再び 谷古宇尚・北大大学院教授(会員)が登場を予定。ご期待ください。 

20１9年度 総会は 7月 20日(土)に決定 
 

この 2 つの聖堂を結ぶ限られた区域で

カラヴァッジョは生活していたという。ここ

に『ロレートの聖母』（写真）が所蔵されている。 

『ロレートの聖母』 ロレートの町に、聖母子が現れた場面

を描いた作品。庶民的な母子が描かれ、聖なる存在は、

控えめに引かれた光輪によって示されるのみ。とはいえ、

この場に辿り着いた貧しい身なりの巡礼者が母子を仰ぎ

見る様子は、真に迫っており説得力を持つ。聖母のモデ

ルは娼婦であったと言われるが、巡礼者に優しげな視線

を落とすその姿には、光の効果も相まって、侵し難い存

在感がある。 

サンタ・マリア・デル・ポポロ聖堂 

古代ローマ北の玄関口フラミニ

ア門の右に建つ聖堂。トム・ハン

クス主演の映画「天使と悪魔」で、

最初の殺人事件が起きた舞台と

して近年注目を集めた。 

ここにあるカラヴァッジョ 2 作品は、彼と共にバロック絵

画を代表する画家と評される、アンニーバレ・カラッチの

『聖母被昇天』（写真中央）と一緒に置かれている。正面

のカラッチの明るい色彩と躍動感に満ちたイリュージョン

のような画面が、左右に配されたカラヴァッジョの作風の

違いを際立たせている。 

『聖パウロの回心』 突然神の声を聞きパウロが回心する

場面。傍らの馬丁の表情から奇蹟の瞬間を読み解くのは

難しい。しかし、パウロを明るく照らす光には、神の啓示

が感じられる。 

『聖ペテロの殉教』 逆さ十字に架けられたペテロの表情

が心を打つ。周りの刑吏達の肉体描写や、細部まで描き

込まれている皮膚の様子等が、リアルな瞬間を捉えてい

る。息遣いまで聞こえてくるようだ。 

両作品とも、臨場感に溢れ、2次元という

画面に収まりきらない程の迫力を感じ

る。 

聖堂内部はどこも薄暗い。絵が描か

れた当時は、蝋燭の光で照らしていたの

だろうか。人々は、浮かび上がる画面を

見て、奇蹟の瞬間に立ち会うような感情

を抱き驚嘆した事だろう。今は 1ユーロ入れると 3分程

明かりが灯る。目に飛び込んでくる絵のインパクトは、今

も昔も変わらない。 

カラヴァッジョの拘り・演出に満ちた空間で、絵の中に

誘い込まれるような不思議な感覚に囚われながら、瞬き

する間も惜しむ時を過ごした。（理事） 

カラッチの『聖母被昇天』（中央）を挟みカラヴァッジョの2作品。㊨『聖パ

ウロの回心』 ㊧『聖ペテロの殉教』 （旅行情報サイト Fish & Tips から） 

3



 

マルタ島―騎士団長は大学の先輩だった！ 

マリアンナさんの カラヴァッジョ取材同行記 

 

㊦騎士団の家の入口で㊤内部からの景観 

Ciao a tutti!! 

北海道日伊協会のおかげで私は素晴らしい経験をする

ことができたので、今回はそれについて語りたいと思いま

す。 

その素晴らしい経験とは、なんとイタリアでの通訳仕事でし

た！ 

     目がピカッと光った 

今年の８月〜１０月に北海立道近代美術館にて開催さ

れる「カラヴァッジョ展」の取材のために、北海道新聞の記

者とカメラマンはイタリアとマルタ島に行くことになりました。

そこで私が登場します。「一緒に行きませんか」と声かけら

れましたが、私は迷っていました。なぜ迷っていたかという

と、私は実はすでに３月に帰国する予定でしたが、せっか

く帰国するからゆっくりと実家で時間を過ごしたいなと思っ

ていたからです。贅沢な悩みですね。決め手は、目的地で

した。最初はミラノ、ナポリ、ローマとポルト・エルコレを巡る

予定でしたが、私はあんまり喜んでいなかったですね。な

ぜなら、実家から遠いし、すでに行っている場所なので少

しがっかりしていました。 

数日経ったら、記者は「マルタ島とシチリア島にも行きた

いな」と発言し、その瞬間、私の目がピカッと光ったかもし

れません。記者は、なんとシチリア島とマルタ島に行くこと

にしました！もちろんその決定は記事の内容を優先した決

定ですが、私のピカッと光っている目の影響もあったと、私

は思いたいです（笑） 

聖ヨハネ准司教座聖堂の壁画「洗礼者ヨハネの斬首」           
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私は一週間早くイタリアへ発つことになったので、ロ

ーマ空港で集合することになりました。そこから飛行機

でマルタ島へ向かいました。 

マルタ島は初めてでしたが、一番印象に残っているの

は海と空の色ですね。真っ青で、海を眺めるだけで心

が落ち着きます。私はやはり「海の子」ですね（笑） 

また、マルタ人もとても優しくて感じの良い人ばか

りでした。料理も美味しくて驚きました。特に、伝統

的な お菓子が気に入りました。 

マルタ島にいるあいだ、もちろん教会に行ったり、

カラヴァッジョの絵を見たりしていましたが、一番よ

い経験はマルタ騎士団長に会うことでした。素敵な

笑顔でとても感じのよいおじいちゃんでした。しかも、

ペルージャ外国人大学出身だそうです。私の先輩

に会うと思っていませんでした。二人とも驚きまし

た！ 

マルタ島の道を歩いたら．緑があんまりないこと、

また全ての建物の色が同じ色というのが印象的でし

た。中世にいるよう雰囲気が素晴らしくて、また行き

たいなと思っていました。 

あ！もちろん、ちゃんと通訳もしていました！！ 

La Valletta市の中心街            Medinaの歴史を感じさせる狭い街路2景。夜は歩きたくない 

（理事、協会伊語教室講師） 

毎日16時に大砲が 1発。観光客が集まる 
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名誉会員・小助川克顕さん 米寿を祝う ダイヤモンド婚とダブルで 

米寿の小助川さん。美佐子夫人とダイヤモンド婚を祝った 

お祝いに駆け付けた音楽界の関係者 

右から北川正さん、高瀬清志さん、竹田伸彰さん、

小島紳次郎さん、伴洋一さん 

 

当会名誉会員・小助川克顕さんが米寿を迎え、美

佐子夫人（愛媛県新居浜市出身）とのダイヤモンド婚

（ご結婚 60 年）を併せて祝賀する「小助川総本家 大

集合」と銘打った懇親会が、昨年 11 月 11 日（日）、札

幌市中央区のライブハウス「フィエスタ」で、盛大に開

かれました。 

会場には、一番弟子を

自称する(株)ウエスの小

島紳次郎社長以下、札

幌の音楽界を牽引し、支

えた音楽ジャーナリスト、

演奏家をはじめ長年の盟

友（田邉愛子会員ほか）、

個性的な元スタッフなど

が駆けつけ、話を弾ませ

ていました。ご夫妻は長い間

お待たせしましたと “ケーキ

入刀、指輪贈呈”。当時、ご自

宅での披露宴では省略してい

たとの説明に、賑やかな会場

はビックリしてしんみり。盛ん

だったバブル期の活躍の様

子が映し出され、一コマひとこ

まに歓声が沸いていました。

ご長男･次男ご一家(お孫さん

3 人）も、さぞ小助川夫妻を誇

らしく思ったでしょう。 

小助川さんは、昭和 6年 9月 26日、獣医師で小動

物病院を東京田園調布駅前で開業する家の長男とし

て出生。14 歳の時、一家は東京空襲で被災し、ご両

親の実家のある札幌へ「逃げ帰って」きた由。父上の

転勤に伴い、札幌市立中学(現旭ヶ丘高)、苫小牧中

学(現苫小牧東)、北海高校と転々校。「野球・陸上・ア

イスホッケー…と、スポーツ漬けの毎日」で、陸上（昭

和 22・23年、全道制覇）、ウェイトリフティング（体重 5１

kg・フライウェイト級・プレス 87.5kｇ）で活躍、国体にも

出場のあと、「北海道ウェイトリフティング」協会の設立

を主導。平成 10 年第 44 回北海道国体では会長を務

め、40 年余のウェイトリフティング界への貢献で北海道

体育協会から表彰を受けています。 

並行して、小助川さんは、昭和 33 年、27 歳で喫茶

店「うら」を開店、コカコーラを北海道で一番売って表

彰されたそうです。次いで昭和45年に開店した「どッコ

（Docco）」は、大漁旗を掲げ、『遊び心に溢れた若者

文化の発信地』（和田

由美さんの評）として

６、７人の溌剌とした

若手スタッフを揃え、

夫人に支えられ 18年

間の物語を紡ぎ続け

ました。 

小助川さんは、当会

創立者・故村田忠良

先生の友人であり、

平成 2 年に筆者の勤務

先の宮川建設が法人会

員（後に事務局）として入

会したころ、当会理事を

務められており、懇親会

の会場はもっぱら小助川

さんの第４の店・地中海

料理「キ―ドール」（中央

区南 3西 3）でした。以後

は、抜群の人気を誇る当会

のバッジ制作を手掛けるな

ど、創立 40 周年記念の平

成 26年まで理事として尽力、同年、名誉会員に推され

ました。その後も会の行事に積極的にご参加、会を支

え励まし続けて頂いています。 

最後に、小助川さんのイタリアとの出逢いは―。 

「日独伊三国同盟の時代は小学生。近所にイタリア

人の子供がおり、教会ではイタリア系の神父様に接し

ていたこと、叔父様から見せられたかの地の写真で、

片思い的な身近さを感じていたこと、ついに実現した

昭和４４年の欧州旅行で、もっとも感銘を受けた地がイ

タリアであり、中でもフイレンツェであること…」 

訪伊は １０回を超えたそうです。 

会報第 6号に寄稿された言葉です。 

          （理事、山田晋筰） 
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 編集後記  平成から令和への移行の中で 61号をお届けします。なんといっても話題は夏のカラヴァッジ

ョ初来道。刺激を受けた会員の寄稿が相次ぎました。7 月総会の日、再度サローネを予定。入場券の会員向け

特別割引（前売りの 10％）も決定、楽しみです▼イタリア語を学ぶ決意をマンガにした坂本明子さんは、この春、

勇躍ペルージャ外国人大学へ短期留学に出発しました。In bocca al lupo!(幸運を)▼イタリアのコンテ首相は習

近平国家主席と一帯一路の覚書を結びました。他のＥＣ諸国が警戒するなか「海のシルクロード」の終点となるト

リエステ港などへの巨額投資が始まります。その額は 8700 億円とか。大きく切った舵、目が離せません(金子） 

 

 

若き日のジーナ・ロロブリジーダがまぶしく躍動 

『Ｐａｎｅ，Ａｍｏｒｅ e Ｆａｎｔａｓｉａ』  
          パンと恋と夢 

監督；『ブーベの恋人』のルイージ・コメンチーニ 
主演男優；ヴィットーリオ・デ・シーカ 

会員の亀井富士人さん（江別市、病院長）が解説します。 

会費：500 円、一般 1,000 円（ドリンク、おつまみ付き） 
申し込み：5 月 12 日まで 090-1386－3316（菅原）へ。 

 

 

 

 

 

申し込みは 10 日までに電話：090‐1386－3316（菅原） 

Ｅメール：shin-y0123@brightsapporo.com 

 

 

LA  NOTIZIA         北海道日伊協会事務局便り 

 

第 19回 Trofeo 

Tazio Nuvolari北海道  

7月 13日(土)-15日(月・祝) 

最高 40 台のクラシックカー（1989 年ま
で生産の普通・スポーツタイプ車両）が
全国から集い、盛夏の北海道を駆け巡
るマニア夢のツアー。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
スタート A クラス江別・蔦屋書店, 

B クラス旭川・星野リゾート OMO-7

ゴール 千歳サーモンパーク・道の駅。 

北海道日伊協会後援。詳細は 

www.trofeo-tazionuvolari.com     

安田侃彫刻美術館アルテピアッツァ美唄  

 

                 5 月 6 日まで 

関連企画『炭山の碑』の記憶ツアー  募集中 

安田侃にとって制作依頼を受けた初の彫刻『炭山の碑』と『炭鉱メ 

モリアル森林公園』をバスで巡ります。スタッフのガイド付き 

５月 4日（土）、5日（日） 両日とも①11時から②14時からの 2回 

アートスペース前集合、料金 1,000円、定員各 20人（要申し込み） 

問い合わせ・申し込みは 0126-63-3137（美術館）へ 

 

 

『炭山の碑』の記憶展 

「CRYING IN THE CHAPEL」をリリースして 

15 周年、いま、喜びと感謝を込めて 

 

6月 20日（木）start 18：30 

札幌コンサートホール Kitara 小ホール 

料金：3500 円（全席指定/当日 4000 円） 

北海道日伊協会後援 

問い合わせ：ブライトサッポロ ０１１－２４１－０３４５ 

 

 

サローネＣＩＮＥＭＡ 5 月 18日(土)に みべ音楽院 16時開幕 
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